
青山学院大学礼拝週報青山学院大学礼拝週報
案  内

2011. 6. 20. 聖霊降臨節第2週
No. 12

　日　　時 　７月１４日（木）～１６日（土） ２泊３日
　場　　所 　大学八ガ岳寮
　テ ー マ 　「あなたはひとりではない」　
　特別講師 　奥 田　知 志  氏（ＮＰＯ北九州ホームレス支援機構理事長）
　学内講師 　文 学 部：久保田  剛史
　　　　　 　教育人間科学部：大森 秀子
　　　　　 　経済学部：芹田 敏夫
　　　　　 　総合文化政策学部：内山　隆、梅津 順一
　　　　　 　社会情報学部：Stephen G. Lambacher
　　　　　 　宗教部長：伊藤　悟 
　　　　　 　宗教主任：シュー土戸 ポール、大島　力、塩谷 直也、髙砂 民宣、
　　　　　 　　　　　  嶋田 順好、東方 敬信、谷口 裕子、大宮　謙、西谷 幸介 
　参 加 費 　１０,０００円（往復貸切バス代込）
　参加申込締切：６月３０日（木）
　詳細・参加申込みは各キャンパス宗教センターまで 

清里サマー・カレッジのお知らせ

日　時　６月２５日（土）  １２時３５分～１３時５分
場　所　相模原キャンパス  ウェスレー・チャペル
演　奏　大学ハンドベル・クワイア
　
日　時　６月２９日（水）  １２時３５分～１３時５分
場　所　青山キャンパス  ガウチャー記念礼拝堂
演　奏　身﨑  真理子（本学オルガニスト）

日　時　６月２８日（火）～７月７日（木）
テーマ　「夜は更け、日は近づいた。だから、闇の行いを
　　　　　     脱ぎ捨てて光の武具を身に着けましょう。」  （ローマの信徒への手紙 13：12）
場　所　女子短大ギャラリー （短大北校舎１階）

おーる  あおやま  あーと  てん  ’11

ランチタイム・コンサート

東日本大震災の被災地を覚えての祈祷会

青山キャンパス　本部礼拝堂　１２時～１２時２５分
相模原キャンパス　ウェスレー・チャペル２階 小礼拝堂　１２時３５分～１３時

被災された方 と々そのご家族、復興のために尽力されている方々を覚え、共にお祈りください。
毎週金曜日

今年度の主題聖句
夜は更け、日は近づいた。だから、闇の行いを

　　　　　　脱ぎ捨てて光の武具を身に着けましょう。
（ローマの信徒への手紙  第13章12節）

　マクレイの後を継いで1890（明治23）年

に青山学院の前身、東京英和学校の第2代

校長（院長）に選ばれたのが本多庸一です。

本多は1848（嘉永元）年に津軽藩士の子

として弘前に生まれ、幼少より儒学を学び、

兵法・剣術の達人として動乱の時代を過ごし

ました。明治に入ると藩命を受けて宣教師

S.R.ブラウンの塾で英学を学び、25才でキリスト

者になりました。1874（明治7）年には東奥義塾

創立に力を尽くし、牧師、青森県議会議員として広く社会

に貢献しました。本多院長は武士道とピューリタニズムに培われた謹厳さと共に、

キリスト教に養われた柔和さをもち「慈父の如き先生」と慕われつつ、18年間に

わたり院長として学院発展の基礎を固めたのです。青山キャンパス間島記念館前に

胸像が建てられています。

青山学院の歩み［11］

本 多 庸 一
 ほん　　　 だ　　     よう           いつ

教会で洗礼を受けられた方は、各キャンパス宗教センターにお申し出下さい。記念に新約聖書
スタディ版を差し上げます。

洗礼を受けられた方へ


